
平成 26 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス

教科目名 耐震工学  担当教員 渡辺尚彦

学年学科 ５年 環境都市工学科 前期 選択 1 単位（学修）

学習・教育目標 （Ｄ－３ 安全系）１００％ JABEE 基準１（１）：（ｄ）

授業の目標と期待される効果：

本科目では，構造・材料関連科目の知識を基

にして，耐震工学について学び，地震に対し

てその影響や安全性について修得する。また，

練習問題を行なうことで，工学的な問題に対

して適用できる力を身につける。具体的には

以下の項目を目標とする。

①地球の構造を理解し，地震発生のメカ
ニズムや地震の種類について説明でき
る。

②地震波の種類，増幅・減衰特性につい
て説明できる。

③１自由度系振動問題について，モデル
化－運動方程式の立式－微分方程式の
解の観点から説明できる。

④多自由度系について，モーダルアナリ
シスができる。

⑤耐震設計に関する基本的な考え方につ
いて説明できる。

成績評価の方法：
総得点 240 点＝期末試験 100 点＋中間試験 100 点＋課題提出 40 点
とし，総得点率(％)によって成績評価を行なう。なお，成績評価に教
室外学修の内容は含まれる。

達成度評価の基準：
技術士の一次試験問題，国家Ⅱ種採用試験，教科書等の演習問
題と同レベルの問題を試験で出題し，6割以上の正答レベルま
で達していること。なお成績評価への重みは，各項目の成績評
価への重みは均等である。総合して 6割以上正答のレベルまで
達していること。
① 地震発生のメカニズムや地震の種類について，ほぼ正確(7

割以上)に説明できる。
② 地震波の種類，増幅・減衰特性について，ほぼ正確(7 割

以上)に説明できる。
③ １自由度系・多自由度系振動について，モデル化－運動方

程式の立式－微分方程式の解の導出の観点から 6割以上
説明できる。

④ 耐震設計に関する基本的な考え方について 6割以上説明
できる。

授業の進め方とアドバイス：授業は，各項目毎に教科書および板書を中心とした説明を行うため，各自学習ノートを
充実させること。物理学，構造力学，土質工学の基礎が必要なので，関連科目を復習しておくこと。

教科書および参考書：耐震工学入門［第２版］（平井一男・水田洋司著，森北出版，2009.3.10 第 2 版第 6 刷）を教科
書として用いる。適宜参考資料を用いる。

授業の概要と予定：後期 教室外学修

第 １回：耐震工学で学ぶ内容の説明
地学および地震に関する学習（プレートテク
トニクス，地震規模の表現，将来予測手法）第 ２回：地震の原因，地震の強さ

第 ３回：地震活動，地震波，地震による被害 地盤と地震波，地震災害に関する学習

第 ４回：振動現象 構造物のモデル化に関する演習

第 ５回：１自由度系の非減衰自由振動 １自由度系自由振動に関する計算演習
（運動方程式および解法）第 ６回：１自由度系の減衰自由振動

第 ７回：１自由度系の定常振動１

１自由度系強制振動に関する計算演習
第 ８回：中間試験

第 ９回：１自由度系の定常振動２

第１０回：不規則外力を受ける１自由度系振動

第１１回：多自由度系自由振動
多自由度系振動に関する計算演習

第１２回：多自由度系強制振動

第１３回：数値積分法 数値積分に関する計算演習

第１４回：耐震設計（構造） 耐震設計法に関する学習
・安全,安心な社会の実現に向けて第１５回：耐震設計（地域システム）

期末試験 －

第１６回：フォローアップ（期末試験の解答の解説など）  －


